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(57)【要約】
【課題】スラリー化した製鋼スラグを湿式磁選した後の
、カルシウム成分を含む非磁着物の固液分離による回収
をより安価かつ容易に行える、カルシウムを含む固形分
の回収方法を提供すること。
【解決手段】本発明は、製鋼スラグの磁選により選別さ
れた非磁着物を含むスラリーを用意する工程と、前記ス
ラリーに対し、浮遊選鉱を行う工程と、を有する、カル
シウムを含む固形分の回収方法に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製鋼スラグの磁選により選別された非磁着物を含むスラリーを用意する工程と、
　前記スラリーに対し、浮遊選鉱を行う工程と、
　を有する、カルシウムを含む固形分の回収方法。
【請求項２】
　前記浮遊選鉱を行う工程において、捕収剤として弱電解質の陰イオン性捕収剤を用いる
、請求項１に記載のカルシウムを含む固形分の回収方法。
【請求項３】
　前記浮遊選鉱を行う工程において、捕収剤として強電解質の陰イオン性捕収剤をさらに
用いる、請求項２に記載のカルシウムを含む固形分の回収方法。
【請求項４】
　前記浮遊選鉱を行う工程において、捕収剤としてカチオン性高分子凝集剤をさらに用い
る、請求項２または３に記載のカルシウムを含む固形分の回収方法。
【請求項５】
　前記スラリーは、前記製鋼スラグを含むスラリーを炭酸化した後に前記磁選により選別
された前記非磁着物を含むスラリーである、請求項１～４のいずれか１項に記載のカルシ
ウムを含む固形分の回収方法。
【請求項６】
　前記スラリーは、粒径ｄ９０が５００μｍ以下のスラリーである、請求項１～５のいず
れか１項に記載のカルシウムを含む固形分の回収方法。
【請求項７】
　前記スラリーは、スラリー濃度が０．５ｗ／ｖ％以上２０ｗ／ｖ％以下のスラリーであ
る、請求項１～６のいずれか１項に記載のカルシウムを含む固形分の回収方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カルシウムを含む固形分の回収方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　製鋼工程で生じる製鋼スラグ（転炉スラグ、予備処理スラグ、二次精錬スラグおよび電
気炉スラグなど）は、セメント材料、道路用路盤材、土木用材料および肥料を含む広い用
途に用いられる。
【０００３】
　製鋼スラグには、カルシウム（Ｃａ）、鉄（Ｆｅ）、ケイ素（Ｓｉ）、マンガン（Ｍｎ
）、マグネシウム（Ｍｇ）、アルミニウム（Ａｌ）、リン（Ｐ）、チタン（Ｔｉ）、クロ
ム（Ｃｒ）、硫黄（Ｓ）などの元素が含まれていることが知られている。これらのうち、
製鋼スラグに最も多く含まれる元素は、製鋼工程で多量に用いられるカルシウムであり、
Ｆｅが次に多く含まれることが多い。通常、製鋼スラグの全質量のうち、２０質量％～５
０質量％程度がカルシウムであり、１質量％～３０質量％程度がＦｅである。
【０００４】
　製鋼スラグ中のカルシウムは、製鋼工程で投入される生石灰（ＣａＯ）がそのまま残存
もしくは製鋼スラグの凝固中に析出した遊離石灰、遊離石灰が空気中の水蒸気もしくは二
酸化炭素と反応して生成する水酸化カルシウム（Ｃａ（ＯＨ）２）もしくは炭酸カルシウ
ム（ＣａＣＯ３）、またはＣａＯが凝固中にＳｉやＡｌなどと反応して生成するケイ酸カ
ルシウム（Ｃａ２ＳｉＯ４もしくはＣａ３ＳｉＯ５など）もしくは酸化カルシウム鉄アル
ミニウム（Ｃａ２（Ａｌ１－ＸＦｅＸ）２Ｏ５）などの形態で存在している。
【０００５】
　炭酸カルシウムおよび酸化カルシウムは、製鉄工程中の製銑工程および製鋼工程での主
要なスラグ形成材であり、そのスラグの塩基度および粘性の調整剤、ならびに溶鋼からの
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脱リン剤などとして使用されている。また、酸化カルシウムに加水して得られる水酸化カ
ルシウムは、排水工程で酸などの中和剤として使用されている。したがって、上記製鋼ス
ラグ内に含まれるカルシウム成分を回収して製鉄工程に再利用すれば、製鉄のコストを削
減できると期待されている。
【０００６】
　製鋼スラグからのカルシウム成分の回収方法として、スラリー化した製鋼スラグを湿式
磁選して、製鋼材料として再利用可能な鉄を含む磁着物と、カルシウム成分を含む非磁着
物とを選別し、上記非磁着物を回収する方法が知られている（特許文献１など）。なお、
湿式磁選により選別された非磁着物の固液分離は、加圧ろ過または減圧ろ過（特許文献２
など）や、遠心分離（特許文献３など）などの方法で行われるのが通常である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開昭５４－８８８９４号公報
【特許文献２】特開２００５－２７４１０７号公報
【特許文献３】特開２０１２－６７７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　スラリー化した製鋼スラグを湿式磁選した後の、カルシウム成分を含む非磁着物の固液
分離による回収は、通常、ろ過や遠心分離などの方法により行われる。
【０００９】
　ここで、スラリー化した製鋼スラグには多量のカルシウムが液体中に溶出しているおり
、このカルシウムが炭酸ガスと反応して、粒径が数ミクロン程度である炭酸カルシウムの
微粒子が析出することがある。そして、製鋼スラグを磁選した後の非磁着物からのカルシ
ウム成分の回収を、ろ過により行うときは、上記微粒子がろ布を閉塞することによる目詰
まりが生じやすい。そのため、上記非磁着物からのカルシウム成分のろ過による回収を多
量に処理しようとすると、ろ布の交換を頻繁に行う必要があり、設備コストやろ布の交換
に伴うランニングコストなどが高くなってしまう。
【００１０】
　一方で、製鋼スラグを磁選した後の非磁着物からのカルシウム成分の回収を、遠心分離
により行おうととすると、高額の設備を用意する必要があり、また遠心分離機を高速で回
転させるために電気コストも高くなってしまう。
【００１１】
　上記の問題に鑑み、本発明は、スラリー化した製鋼スラグを湿式磁選した後の、カルシ
ウム成分を含む非磁着物の固液分離による回収をより安価かつ容易に行える、カルシウム
を含む固形分の回収方法を提供することをその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的に鑑み、本発明は、製鋼スラグの磁選により選別された非磁着物を含むスラリ
ーを用意する工程と、前記スラリーに対し、浮遊選鉱を行う工程と、を有する、カルシウ
ムを含む固形分の回収方法に関する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、スラリー化した製鋼スラグを湿式磁選した後の、カルシウム成分を含
む非磁着物の固液分離による回収をより安価かつ容易に行える、カルシウムを含む固形分
の回収方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に関する、製鋼スラグからのカルシウムを含む固形
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分の回収方法のフローチャートである。
【図２】図２Ａは、実験１のそれぞれの試験において、各回の浮遊選鉱により泡沫として
回収された固形分の回収量（全固形分に対する質量％）を示すグラフであり、図２Ｂは、
実験１のそれぞれの試験において、各回の浮遊選鉱により泡沫として回収されたカルシウ
ムの回収量（全固形分中のカルシウムの合計量に対する質量％）を示すグラフである。
【図３】図３Ａは、実験２のそれぞれの試験において、各回の浮遊選鉱により泡沫として
回収された固形分の回収量（全固形分に対する質量％）を示すグラフであり、図３Ｂは、
実験２のそれぞれの試験において、各回の浮遊選鉱により泡沫として回収されたカルシウ
ムの回収量（全固形分中のカルシウムの合計量に対する質量％）を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態に関する、製鋼スラグからのカルシウムを含む固形分の回
収方法のフローチャートである。
【００１６】
　なお、製鋼スラグの種類は、製鋼工程で排出されるスラグであれば特に限定されない。
製鋼スラグの例には、転炉スラグ、予備処理スラグ、二次精錬スラグおよび電気炉スラグ
が含まれる。これらのうち、回収後のカルシウムとリンとの分離が不要となることから、
上記製鋼スラグは、その全質量に対するリンの含有量が１０質量％以下であることが好ま
しく、７質量％以下であることがより好ましく、５質量％以下であることがさらに好まし
く、３質量％以下であることがさらに好ましく、１質量％以下であることが特に好ましい
。
【００１７】
　［第１工程：加熱処理（工程Ｓ１１０）］
　本実施形態では、まず製鋼スラグを加熱処理することが好ましい。
【００１８】
　上記加熱は、製鋼スラグに含まれる鉄系酸化物をウスタイト系酸化物からマグネタイト
系酸化物に改質して、後の磁選工程における鉄系酸化物の選別効率を高める程度に行えば
よい。たとえば、上記加熱処理は、３００℃以上１０００℃以下で０．０１分以上１８０
分以下程度行えばよい。
【００１９】
　［第２工程：磁選（工程Ｓ１２０）］
　次に、上記加熱処理された製鋼スラグを磁選して、上記マグネタイト化した鉄系酸化物
などの磁性体を除去回収する。磁選は、湿式で行っても乾式で行ってもよいが、製鋼スラ
グ粒子の分散性を高めて、鉄系成分を主体とする磁着物と、その他の非磁着物と、の分離
効率を高める観点から、湿式で行うことが好ましい。
【００２０】
　つまり、本工程では、上記加熱処理の後、冷却された製鋼スラグに加水して製鋼スラグ
を分散させてスラリー化し、その後に磁選を行うことが好ましい。なお、本工程における
磁着物の回収効率および後の工程におけるカルシウム成分を含む非磁着物の回収効率を高
める観点から、磁選の前に、製鋼スラグを破砕および粉砕して小粒径化することが好まし
く、また、製鋼スラグに含まれるカルシウム成分を炭酸カルシウムに改質することが好ま
しい。
【００２１】
　（破砕および粉砕）
　上記加熱処理された製鋼スラグは、公知の破砕機により破砕されてもよい。また、粉砕
された製鋼スラグは、ハンマーミル、ローラミルおよびボールミルなどを含む粉砕機でさ
らに粉砕されて、小粒径化されてもよい。
【００２２】
　製鋼スラグを破砕および破砕して小粒径化することにより、製鋼スラグの内部に含まれ
る鉄系酸化物を、二酸化ケイ素（ＳｉＯ２）およびアルミナ（Ａｌ２Ｏ３）などとは分離



(5) JP 2021-123784 A 2021.8.30

10

20

30

40

50

した単独の粒子とすることができ、磁選による鉄系酸化物の分離効率をより高めることが
できる。上記観点から、破砕および粉砕は、破砕および破砕されて生じる製鋼スラグ粒子
の最大粒径が鉄系化合物の組織と同程度以下の大きさになる程度に行うことが好ましい。
たとえば、破砕および粉砕は、製鋼スラグ粒子の最大粒径が１０００μｍ以下になる程度
に行うことが好ましく、５００μｍ以下になる程度に行うことがより好ましく、２５０μ
ｍ以下になる程度に行うことがさらに好ましく、１００μｍ以下になる程度に行うことが
特に好ましい。
【００２３】
　なお、上記破砕および粉砕は、湿式で行っても乾式で行ってもよいが、製鋼スラグ粒子
は水中では分散性が良好であり、小粒径化がより容易であることから、加水により分散さ
せた製鋼スラグを湿式で破砕および粉砕することが好ましい。
【００２４】
　（炭酸化）
　また、破砕および粉砕の前または後に、スラリーを炭酸化してもよい。
【００２５】
　後の浮遊選鉱工程（工程Ｓ１３０）で弱電解質の陰イオン性捕収剤を捕収剤として用い
るとき、カルシウム成分がスラリーの液体成分中に溶出して生成されたカルシウムイオン
（Ｃａ２＋イオン）が、スラリー中に多量に存在すると、上記捕収剤が金属石鹸化して、
カルシウム成分を含む製鋼スラグ粒子の回収効率が低下することがある。これに対し、酸
化カルシウムを炭酸カルシウムに改質して、カルシウム成分の溶出を抑制することで、上
記金属石鹸化による回収効率の低下を抑制することができる。
【００２６】
　具体的には、製鋼スラグが水中に分散してなるスラリーに、二酸化炭素（ＣＯ２）を吹
き込む（曝気）。これにより、カルシウムイオンを難溶性の炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３

）とすることができる。なお、水溶液中の炭酸は、ｐＨが１０以上であるときは多くが炭
酸イオン（ＣＯ３

２－）として存在するが、ｐＨがより低いときは多くが炭酸水素イオン
（ＨＣＯ３

－）として存在する。そのため、曝気によりスラリー中に導入された炭酸のう
ちより多くを炭酸イオンとして、炭酸カルシウムの析出量をより高めるため、このときの
スラリーのｐＨを１０以上に調整することが好ましい。
【００２７】
　（磁選）
　上述の各処理を必要に応じて施されて得られた、製鋼スラグ粒子が水中に分散してなる
スラリーに、磁選を施すことにより、鉄系成分などを含む磁着物と、カルシウム成分など
を含む非磁着物とを、分離することができる。上記スラリーは、スラリーの流動性と磁着
物の回収効率とをともに高める観点からは、製鋼スラグ粒子と水との量比が、質量比で、
（製鋼スラグ粒子／水）＝１／３００以上１／２以下であることが好ましく、１／２００
以上１／５以下であることがより好ましく、１／１００以上１／１０以下であることがさ
らに好ましい。
【００２８】
　上記磁選は、製鋼スラグ粒子が水中に分散してなるスラリーを、表面の少なくとも一部
に磁場が形成され、かつ回転されている回転式ドラムの表面に接触させる方法により行う
ことができる。上記接触されたスラリーのうち、鉄系成分などの磁性体は、上記回転式ド
ラムの表面に捕捉されて回転式ドラムとともに回転し、上記回転式ドラムの回転方向にお
けるスラリーの接触部より下流側に配置された回収部に回収される。一方、カルシウム成
分などの非磁性体および液体成分は、上記回転式ドラムの表面に捕捉されずに、回転式ド
ラムから脱離する。このようにして、鉄系成分などを含む磁着物と、カルシウム成分など
を含む非磁着物とが、分離回収される。
【００２９】
　表面に捕捉された高磁化粒子を回収部まで容易に移動させる観点からは、磁選中の回転
式ドラムの周速は、０．１ｍ／ｍｉｎ以上１０００ｍ／ｍｉｎ以下であることが好ましく
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、１ｍ／ｍｉｎ以上５００ｍ／ｍｉｎ以下であることがより好ましく、５ｍ／ｍｉｎ以上
３００ｍ／ｍｉｎ以下であることがさらに好ましい。
【００３０】
　磁選に用いる磁石は、上記鉄系成分などの磁性体をより確実に捕捉する観点から、回転
式ドラムの表面に対する垂直方向の磁束密度の最大値を５０Ｇ以上とする磁石であること
が好ましく、１００Ｇ以上とする磁石であることがより好ましい。また、上記磁石は、上
記カルシウム成分などの非磁性体を捕捉させにくくして回収物中の鉄濃度の低下を抑制す
る観点からは、回転式ドラムの表面における垂直方向の磁束密度の最大値を３０００Ｇ以
下とする磁石であることが好ましく、１５００Ｇ以下とする磁石であることがより好まし
い。
【００３１】
　このようにして回収された磁着物は、脱水および乾燥した後、ペレタイジングして、製
鋼原料として再利用することができる。
【００３２】
　一方で、回転式ドラムの表面から脱離した非磁着物は、ハイドロサイクロンなどにより
簡易な固液分離をされてもよい。このときに得られたオーバーフローは、非磁着物の粒子
をほとんど含まないため、製鋼スラグ粒子のスラリー化に再利用したり、廃水したりする
ことができる。
【００３３】
　［第３工程：浮遊選鉱（工程Ｓ１３０）］
　本工程では、このようにして得られた非磁着物のスラリーに対し、浮遊選鉱を行う。
【００３４】
　上記回転式ドラムの表面から脱離した非磁着物（あるいはハイドロサイクロンのアンダ
ーフロー）は、カルシウム成分を含む濃縮スラリーである。本工程では、まず、上記濃縮
スラリーに加水（リパルプ）してスラリー濃度を調整する。
【００３５】
　その後、上記スラリーに捕収剤、ならびに任意に起泡剤およびｐＨ調整剤などを含むそ
の他の添加剤、を添加して攪拌し（コンディショニング）、その後、スラリーの内部に気
泡を導入する。スラリー中の固形成分は、捕収剤との結合または相互作用により気泡の表
面に付着されて、気泡とともにスラリー表面に浮上する。この表面に浮上した、固形成分
が付着している気泡の泡沫（フロス）を回収することにより、上記スラリー中の固体成分
を液体成分から分離して回収することができる。この回収された泡沫を固液分離して得ら
れる固形分は、高濃度のカルシウムを含む固形分である。
【００３６】
　（捕収剤）
　上記捕収剤は、カルシウム成分を回収できる捕収剤であればよく、無機系の捕収剤であ
っても有機系の捕収剤であってもよいが、有機系の捕収剤であることが好ましい。
【００３７】
　特には、本実施形態では、上記捕収剤として、弱電解質の陰イオン性捕収剤（以下、単
に「第１の捕収剤」ともいう。）を用いることが好ましく、さらに強電解質の陰イオン性
捕収剤（以下、単に「第２の捕収剤」ともいう。）を併用することがより好ましい。
【００３８】
　なお、本明細書において、ある化合物が弱電解質であるというときは、当該化合物の酸
解離定数（ｐｋａ）（当該化合物が複数の酸解離定数を有するときは、第一酸解離定数（
ｐｋａ１））が２以上であることを意味する。同様に、ある化合物が強電解質であるとい
うときは、当該化合物の酸解離定数（ｐｋａ）（当該化合物が複数の酸解離定数を有する
ときは、第一酸解離定数（ｐｋａ１））が２未満であることを意味する。
【００３９】
　（第１の捕収剤）
　第１の捕収剤は、カルシウムに吸着する官能基と、疎水性基と、を有する弱電解質の化
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合物である。上記カルシウムに吸着する官能基の例には、カルボキシ基およびスルホン酸
基が含まれる。上記疎水性基は、たとえば炭素数６以上１８以下の飽和または不飽和のア
ルキル基とすることができる。上記疎水性基の炭素数が６以上であると、第１の捕収剤が
気泡に良好に吸着する。上記疎水性基の炭素数が１８以下であると、第１の捕収剤がスラ
リーの液体成分（水）中に十分に溶解することができる。第１の捕収剤は、これらの酸（
高級脂肪酸またはアルキルスルホン酸）であってもよいが、塩を形成していてもよい。塩
であるときの対イオンは、ナトリウムイオンなどであればよい。
【００４０】
　第１の捕収剤は、これらのうち、飽和または不飽和の高級脂肪酸またはその塩であるこ
とが好ましく、飽和または不飽和の炭素数１２以上１８以下の高級脂肪酸またはその塩で
あることがより好ましく、不飽和の炭素数１２以上１８以下の高級脂肪酸またはその塩で
あることがさらに好ましく、オレイン酸またはその塩であることが特に好ましい。
【００４１】
　これらの第１の捕収剤は、上記官能基がカルシウムとの間に化学結合を形成して、カル
シウム成分を含む製鋼スラグ粒子を強固に捕収する。そのため、これらの第１の捕収剤を
用いることにより、本工程におけるカルシウム成分を含む製鋼スラグ粒子の回収効率を十
分に高めることができる。
【００４２】
　非磁着物を含むスラリーへの第１の捕収剤の添加量は、製鋼スラグ粒子の回収が十分に
行え、かつ第１の捕収剤によるミセルを形成しない程度（臨界ミセル濃度未満）であるこ
とが好ましく、たとえば、１ｐｐｍｖ以上１０００ｐｐｍｖ以下であることが好ましい。
【００４３】
　（第２の捕収剤）
　第２の捕収剤は、カルシウム成分と静電的に相互作用し、かつ第１の捕収剤とカルシウ
ムに共吸着できる、強電解質の化合物である。第２の捕収剤は、アルキルベンゼンスルホ
ン酸などの硫酸エステル化合物またはその塩とすることができる。塩であるときの対イオ
ンは、ナトリウムイオンなどであればよい。
【００４４】
　上記アルキルベンゼンスルホン酸またはその塩は、炭素数６以上１８以下のアルキルベ
ンゼンスルホン酸またはその塩であることが好ましく、炭素数１２以上１８以下のアルキ
ルベンゼンスルホン酸またはその塩であることがより好ましく、ドデシルベンゼンスルホ
ン酸（ＤＢＳ）またはその塩であることがさらに好ましい。
【００４５】
　第１の捕収剤が、製鋼スラグ粒子の表面から溶出したカルシウムと塩を形成して金属石
鹸化すると、気泡の表面に付着してのスラリー表面への浮上ができないことがある。また
、上記金属石鹸化により第１の捕収剤が消費されると、本工程における回収効率が低下す
る。さらには、製鋼スラグ粒子の表面に存在するカルシウムに第１の捕収剤が吸着しても
、当該吸着されたカルシウムが溶出してしまうと、第１の捕収剤も上記製鋼スラグ粒子か
ら脱離してしまうため、製鋼スラグ粒子を安定して捕収できないことがある。
【００４６】
　これに対し、第２の捕収剤は、製鋼スラグ粒子の表面に安定な吸着層を形成し、製鋼ス
ラグ粒子の表面からのカルシウムの溶出を抑制する。これにより、第２の捕収剤は、上記
溶出したカルシウムによる金属石鹸の生成、および上記カルシウムの溶出による製鋼スラ
グからの第１の捕収剤の脱離を抑制し、本工程におけるカルシウム成分を含む製鋼スラグ
粒子の回収効率を維持すると考えられる。
【００４７】
　また、第２の捕収剤は、金属石鹸化の抑制により、第１の捕収剤の使用量を抑制し、本
工程における製鋼スラグ粒子の回収を低コストで行うことを可能とする。
【００４８】
　非磁着物を含むスラリーへの第２の捕収剤の添加量は、製鋼スラグ粒子の回収が十分に
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行え、かつ第２の捕収剤によるミセルを形成しない程度（臨界ミセル濃度未満）であるこ
とが好ましく、たとえば、１ｐｐｍｖ以上１０００ｐｐｍｖ以下であることが好ましい。
【００４９】
　また、第１の捕収剤の添加量に対する第２の捕収剤の添加量は、略同量であることが好
ましく、具体的には、第１の捕収剤と第２の捕収剤との量比が、体積比で、（第１の捕収
剤／第２の捕収剤）＝１／４以上４／１以下であることが好ましく、１／３以上３／１以
下であることがより好ましく、１／２以上２／１以下であることがさらに好ましい。
【００５０】
　（その他の捕収剤）
　なお、本実施形態では、上述した第１の捕収剤または第２の捕収剤とは異なるその他の
捕収剤を用いてもよいし、上記その他の捕収剤を第１の捕収剤または第２の捕収剤と併用
してもよい。
【００５１】
　上記その他の捕収剤の例には、ドデシルアンモニウムアセテート（ＤＡＡ）などの、炭
素数６以上１８以下の飽和または不飽和のアルキルアミンまたはその塩などが含まれる。
ただし、ＤＡＡなどの陽イオン性捕収剤は高価なことが多く、また捕収効率も第１の捕収
剤よりも低いため、本実施形態では上述した第１の捕収剤を用いることが好ましい。
【００５２】
　（凝集剤）
　本工程では、第１の捕収剤および第２の捕収剤を添加する前に、カチオン性高分子凝集
剤（以下、単に「凝集剤」ともいう。）を、非磁着物を含むスラリーに添加することが好
ましい。
【００５３】
　凝集剤は、炭酸カルシウムを凝集させることができる。そのため、非磁着物を含むスラ
リーに凝集剤を予め添加することで、凝集により適度な大きさとなった製鋼スラグ粒子に
第１の捕収剤が吸着して気泡とともに浮上させるため、第１の捕収剤の添加量をより少量
としても、カルシウム成分を含む製鋼スラグ粒子を十分に回収することができる。
【００５４】
　非磁着物を含むスラリーへの凝集剤の添加量は、製鋼スラグ粒子が適度に凝集し、第１
の捕収剤による回収効率が高まる程度であればよい。具体的には、通常は粒径が１０μｍ
未満である非磁着物に含まれる製鋼スラグ粒子の粒径が、１０μｍ以上になる程度に添加
すればよく、たとえば、０．０１ｐｐｍｖ以上１００００ｐｐｍｖ以下であることが好ま
しく、０．１ｐｐｍｖ以上１０００ｐｐｍｖ以下であることがより好ましく、１ｐｐｍｖ
以上１００ｐｐｍｖ以下であることがさらに好ましい。
【００５５】
　（その他の添加剤）
　非磁着物を含むスラリーには、これらの他に、起泡剤およびｐＨ調整剤などを添加する
ことができる。
【００５６】
　上記起泡剤は、気泡の発生を促進し、かつスラリー表面に形成される泡沫を安定化させ
る。上記起泡剤は、炭素数１以上８以下のアルコールおよび炭素数１以上８以下のケトン
などの、公知の起泡剤であればよく、たとえば、メタノール、エタノール、プロパノール
、ブタノール、メチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ）、およびメチルイソブチルカービノ
ール（ＭＩＢＣ）などを用いることが好ましい。非磁着物を含むスラリーへの上記起泡剤
の添加量は、モル分量で、１ｐｐｍ以上１００００ｐｐｍ以下であることが好ましい。
【００５７】
　上記ｐＨ調整剤は、スラリーのｐＨを調整する。第２の捕収剤は、製鋼スラグ粒子の表
面に存在するカルシウム成分と静電的に相互作用して、当該製鋼スラグ粒子に吸着する。
この静電的な吸着を生じさせるためには、カルシウム成分（特には炭酸カルシウム）のゼ
ータ電位が正になっていることが望ましい。このような観点から、特に第２の捕収剤を用
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いるときは、ｐＨ調整剤によって非磁着物を含むスラリーのｐＨを７～１４のアルカリ性
となる範囲に調整することが好ましく、９～１２に調整することがより好ましい。
【００５８】
　（脱Ｃａ２＋イオン）
　本工程において、カルシウム成分がスラリーの液体成分中に溶出して生成されたカルシ
ウムイオン（Ｃａ２＋イオン）を、難溶性の炭酸カルシウムとして析出させてもよい。
【００５９】
　析出方法は特に限定されないが、たとえば、二酸化炭素（ＣＯ２）をスラリーに吹き込
めばよい（曝気）。なお、水溶液中の炭酸は、ｐＨが１０以上であるときは多くが炭酸イ
オン（ＣＯ３

２－）として存在するが、ｐＨがより低いときは多くが炭酸水素イオン（Ｈ
ＣＯ３

－）として存在する。そのため、曝気によりスラリー中に導入された炭酸のうちよ
り多くを炭酸イオンとして、炭酸カルシウムの析出量をより高めるため、このときのスラ
リーのｐＨを１０以上に調整することが好ましい。
【００６０】
　カルシウムイオンの析出は、捕収剤の添加前、捕収剤を添加した後かつコンディショニ
ングの前、コンディショニングの後かつ浮遊選鉱の前などの、いかなる時点に行ってもよ
い。なお、曝気によりスラリー中で増加した炭酸イオンおよび炭酸水素イオンが、製鋼ス
ラグ粒子の表面に存在する炭酸カルシウムのカルシウムサイトに吸着してしまい、捕収材
の吸着を阻害してしまうような場合は、上記曝気を行わなくてもよい。
【００６１】
　（浮遊選鉱）
　浮遊選鉱の方法は特に限定されず、空気自給型および空気吹き込み型を含む公知の浮遊
選鉱の方法により行うことができる。これらのうち、カラムの底部に配置したスパージャ
ーから空気を吹き込むカラム式や、インペラ軸から空気を吹き込み、同時にインペラを高
速回転させて気泡を発生させるアジテア式などの、空気吹き込み型が好ましく、アジテア
式がより好ましい。
【００６２】
　カルシウム成分を含む製鋼スラグ粒子を付着させてスラリー表面に浮上する気泡は、平
均径が０．１μｍ以上１０００μｍ以下の微細気泡であることが好ましく、１μｍ以上２
００μｍ以下のマイクロバブルであることが好ましい。上記マイクロバブルは、体積が微
細であるため上昇速度が遅く、互いに結合しにくく、さらには表面積が大きいため、カル
シウム成分を含む製鋼スラグ粒子を効率的に付着させることができる。
【００６３】
　上述した捕収剤による回収効率を高める観点から、カルシウム成分を含む製鋼スラグ粒
子を浮遊選鉱により回収されるスラリーは、製鋼スラグ粒子の粒径ｄ９０が５００μｍ以
下のスラリーであることが好ましく、２００μｍ以下のスラリーであることがより好まし
く、１００μｍ以下のスラリーであることがさらに好ましい。上記製鋼スラグ粒子の粒径
ｄ９０は、製鋼スラグ粒子の破砕または粉砕の程度によって調整することができる。
【００６４】
　また、浮遊選鉱による回収効率を高める観点から、上記スラリーは、スラリー濃度が０
．５ｗ／ｖ％以上２０ｗ／ｖ％以下のスラリーであることが好ましく、１ｗ／ｖ％以上１
０ｗ／ｖ％以下のスラリーであることがより好ましく、２ｗ／ｖ％以上５ｗ／ｖ％以下の
スラリーであることがさらに好ましい。上記スラリー濃度は、必要に応じて加水するなど
して調整することができる。
【００６５】
　（回収）
　その後、スラリー表面に浮上した泡沫を回収し、回収された泡沫に対し、凝集沈殿など
の公知の方法により固液分離することにより、カルシウムを含む固形分を回収することが
できる。回収方法は特に限定されず、スラリーの上層をオーバーフローさせてもよいし、
泡沫を掬い取ってもよいし、パイプなどにより減圧容器に吸い取ってもよい。
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【００６６】
　一方、回収されなかった残渣は、必要に応じてさらに捕収剤およびその他の添加剤の添
加、コンディショニング、浮遊選鉱、および回収を繰り返した後、製鋼スラグ粒子のスラ
リー化に再利用したり、廃水したりすることができる。
【００６７】
　（効果）
　このように、本実施形態では、上記弱電解質の陰イオン性捕収剤（第１の捕収剤）の使
用により、カルシウム成分を含む製鋼スラグ粒子の回収効率を顕著に高めることができる
。また、本実施形態では、上記強電解質の陰イオン性捕収剤（第２の捕収剤）の使用によ
り、第１の捕収剤の金属石鹸化を抑制して第１の捕収剤の使用量を低減することができる
。さらには、本実施形態では、凝集剤により製鋼スラグ粒子を予め凝集させたうえで浮遊
選鉱を行うことにより、カルシウム成分を含む製鋼スラグ粒子の回収効率を高めて、第１
の捕収剤の使用量を低減することもできる。また、このようにして第１の捕収剤の使用量
を低減することにより、カルシウム成分を含む製鋼スラグ粒子の回収を低コストで行うこ
とが可能となる。
【００６８】
　以下、本発明について実施例を参照してより具体的に説明する。なお、これらの実施例
は、本発明の範囲を以下に記載の具体的方法に限定するものではない。
【実施例】
【００６９】
　［実験１］
　表１に記載の成分比率を有する製鋼スラグを準備した。なお、製鋼スラグの成分は、蛍
光Ｘ線（ＸＲＦ）分析によって測定した。
【００７０】
【表１】

【００７１】
　表１に示す製鋼スラグを、直径が５ｍｍ以下になるように粉砕した後、７５０℃で１０
分加熱した。加熱後は常温になるまで空冷した。その後、２０．００ｇの加熱処理された
製鋼スラグに０．２Ｌの水を加水して、製鋼スラグ粒子の最大粒径が１００μｍ以下とな
るようにボールミルで湿式粉砕した。
【００７２】
　このようにして得られた、製鋼スラグ粒子が水中に分散してなるスラリーに、１．８Ｌ
の水を加水して、ドラム式の磁選機により磁選した。ドラムの空芯磁場強度は５００Ｇ、
スラリーの流量は６．８３Ｌ／ｍｉｎとした。磁選後、０．５Ｌの水により回転式ドラム
をリンスした。この磁選により、５．９１ｇの固形分（磁着物）が回収された。
【００７３】
　（試験１－Ａ）
　回転式ドラムの表面に捕捉されずに脱離した、非磁着物を含むスラリーのうち、１Ｌを
用いて、以下の実験を行った。
【００７４】
　捕収剤として、３０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリウム（第１の捕収剤）と、２０ｐｐｍ
ｖのドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（第２の捕収剤）とをスラリーに添加した。
その後、スラリーをアジテア式の浮遊選鉱機に投入して、インペラを１０００ｒｐｍで５
分間回転させてコンディショニングを行った後、空気流量を６～１４Ｌ／ｍｉｎとして、
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マイクロバブルによる浮遊選鉱を５分間行った。浮上した泡沫を回収、ろ過および乾燥し
て得られた固形分について、秤量およびＸＲＦ分析により各元素の成分量を測定した。上
記第１回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「１－Ｆ１－Ａ」とする。
【００７５】
　泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、３０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリウム（第
１の捕収剤）と、２０ｐｐｍｖのドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（第２の捕収剤
）を添加して、同様の浮遊選鉱を５分間行い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならび
に秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定を行った。上記第２回目の浮遊選鉱
により回収された固形分を「１－Ｆ２－Ａ」とする。
【００７６】
　さらに、同様の浮遊選鉱を行い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥およびＸＲＦ分析に
よる各元素の成分量の測定を行った。上記第３回目の浮遊選鉱により回収された固形分を
「１－Ｆ３－Ａ」とする。また、上記第３回目の浮遊選鉱により回収されなかったスラリ
ー残渣についても、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の
測定を行った。上記スラリー残渣を「１－ｓｉｎｋ－Ａ」とする。
【００７７】
　（試験１－Ｂ）
　回転式ドラムの表面に捕捉されずに脱離した、非磁着物を含むスラリーのうち、別の１
Ｌを用いて、以下の実験を行った。
【００７８】
　捕収剤として、１００ｐｐｍｖのドデシルアンモニウムアセテート（陽イオン性捕収剤
）をスラリーに添加した。その後、スラリーをアジテア式の浮遊選鉱機に投入して、イン
ペラを１０００ｒｐｍで５分間回転させてコンディショニングを行った。その後、スラリ
ーに、二酸化炭素（ＣＯ２）を吹き込んだ。二酸化炭素の吹き込みは、流量を０．２４ｎ
Ｌ／ｍｉｎとして２１分間行った。さらにその後、空気流量を６～２０Ｌ／ｍｉｎとして
、マイクロバブルによる浮遊選鉱を７分間行った。浮上した泡沫を回収、ろ過および乾燥
して得られた固形分について、秤量およびＸＲＦ分析により各元素の成分量を測定した。
上記第１回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「１－Ｆ１－Ｂ」とする。
【００７９】
　泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、３０ｐｐｍｖのドデシルアンモニウムアセ
テート（陽イオン性捕収剤）を添加して、同様の浮遊選鉱を５分間行い、浮上した泡沫の
回収、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定を行った
。なお、浮遊選鉱中に、２０滴のメチルイソブチルカービノール（起泡剤）をスラリー中
に投入した。上記第２回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「１－Ｆ２－Ｂ」とする
。
【００８０】
　さらに、泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、３０ｐｐｍｖのドデシルアンモニ
ウムアセテート（陽イオン性捕収剤）を添加して、同様の浮遊選鉱を４分間行い、浮上し
た泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定
を行った。なお、浮遊選鉱中に、２０滴のメチルイソブチルカービノール（起泡剤）をス
ラリー中に投入した。上記第３回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「１－Ｆ３－Ｂ
」とする。
【００８１】
　さらに、泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、３０ｐｐｍｖのドデシルアンモニ
ウムアセテート（陽イオン性捕収剤）を添加して、同様の浮遊選鉱を５分間行い、浮上し
た泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定
を行った。なお、浮遊選鉱中に、２０滴のメチルイソブチルカービノール（起泡剤）をス
ラリー中に投入した。上記第４回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「１－Ｆ４－Ｂ
」とする。
【００８２】
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　さらに、泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、５０ｐｐｍｖのドデシルアンモニ
ウムアセテート（陽イオン性捕収剤）を添加して、同様の浮遊選鉱を４分間行い、浮上し
た泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定
を行った。上記第５回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「１－Ｆ５－Ｂ」とする。
また、上記第５回目の浮遊選鉱により回収されなかったスラリー残渣についても、ろ過、
乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定を行った。上記スラリ
ー残渣を「１－ｓｉｎｋ－Ｂ」とする。
【００８３】
　（結果）
　それぞれの試験において泡沫として回収された固形分およびスラリー残渣から得られた
固形分についての、固形分の回収量（全固形分に対する質量％）、カルシウムの回収量（
全固形分中のカルシウムの合計量に対する質量％）、および添加した捕収剤の量（オレイ
ン酸ナトリウムを「ＮａＯｌ」、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムを「ＮａＤＢＳ
」、ドデシルアンモニウムアセテートを「ＤＡＡ」と表す。）を、表２に示す。
【００８４】
　また、それぞれの試験において、各回の浮遊選鉱により泡沫として回収された固形分の
回収量（全固形分に対する質量％）を図２Ａに、各回の浮遊選鉱により泡沫として回収さ
れたカルシウムの回収量（全固形分中のカルシウムの合計量に対する質量％）を図２Ｂに
、それぞれ示す。
【００８５】
【表２】

【００８６】
　表２、図２Ａおよび図２Ｂに示すように、浮遊選鉱により、製鋼スラグの磁選により選
別された非磁着物を含むスラリーから、カルシウムを含む固形分を回収することができた
。
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【００８７】
　特に、捕収剤としてオレイン酸ナトリウム（第１の捕収剤）およびドデシルベンゼンス
ルホン酸ナトリウム（第２の捕収剤）を用いる（試験１－Ａ）と、捕収剤としてドデシル
アンモニウムアセテート（陽イオン性捕収剤）を用いたとき（試験１－Ｂ）よりも少ない
捕収剤の量、かつ少ない浮遊選鉱の回数で、より多くの固形分を回収することができ、か
つ、より多くのカルシウム成分を回収することができた。
【００８８】
　［実験２］
　表３に記載の成分比率を有する製鋼スラグを準備した。なお、製鋼スラグの成分は、蛍
光Ｘ線（ＸＲＦ）分析によって測定した。
【００８９】
【表３】

【００９０】
　表１に示す製鋼スラグを、最大粒径が２５ｍｍ以下になるように分級した後、７５０℃
で１０分加熱した。加熱後は常温になるまで空冷した。その後、加熱処理された製鋼スラ
グをボールミルで直径が１００μｍ以下になるように乾式粉砕した。
【００９１】
　粉砕された製鋼スラグ粒子に同量の水を加水してスラリー化した後、固形分と水との比
率が、質量比で１／５０となるように加水し、ドラム式の磁選機により磁選した。ドラム
の空芯磁場強度は３５００Ｔ、スラリーの流量は６．８３Ｌ／ｍｉｎとした。この磁選に
より、製鋼スラグ粒子のうち６０質量％にあたる量の固形分（磁着物）が回収された。
【００９２】
　回転式ドラムの表面に捕捉されずに脱離した、非磁着物を含むスラリーのうち２０．０
０ｇに対し、固形分と水との比率が、質量比で１／１００となるように加水した。このよ
うにして得られた、非磁着物を含むスラリーを用いて、以下の実験を行った。
【００９３】
　（試験２－Ａ）
　捕収剤として、２０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリウム（第１の捕収剤）と、２０ｐｐｍ
ｖのドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（第２の捕収剤）とをスラリーに添加した。
その後、スラリーをアジテア式の浮遊選鉱機に投入して、インペラを１０００ｒｐｍで５
分間回転させてコンディショニングを行った後、空気流量を６～８Ｌ／ｍｉｎとして、マ
イクロバブルによる浮遊選鉱を５分間行った。浮上した泡沫を回収、ろ過および乾燥して
得られた固形分について、秤量およびＸＲＦ分析により各元素の成分量を測定した。上記
第１回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「２－Ｆ１－Ａ」とする。
【００９４】
　泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、２０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリウム（第
１の捕収剤）と、２０ｐｐｍｖのドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（第２の捕収剤
）を添加して、同様の浮遊選鉱を５分間行い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならび
に秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定を行った。上記第２回目の浮遊選鉱
により回収された固形分を「２－Ｆ２－Ａ」とする。
【００９５】
　さらに、泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、３０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリ
ウム（第１の捕収剤）と、３０ｐｐｍｖのドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（第２
の捕収剤）を添加して、同様の浮遊選鉱を５分間行い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥
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、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定を行った。上記第３回目の
浮遊選鉱により回収された固形分を「２－Ｆ３－Ａ」とする。
【００９６】
　さらに、泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、３０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリ
ウム（第１の捕収剤）と、３０ｐｐｍｖのドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（第２
の捕収剤）を添加して、同様の浮遊選鉱を５分間行い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥
、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定を行った。上記第４回目の
浮遊選鉱により回収された固形分を「２－Ｆ４－Ａ」とする。また、上記第４回目の浮遊
選鉱により回収されなかったスラリー残渣についても、ろ過、乾燥、ならびに秤量および
ＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定を行った。上記スラリー残渣を「２－ｓｉｎｋ－
Ａ」とする。
【００９７】
　（試験２－Ｂ）
　カチオン性高分子凝集剤として、１０ｐｐｍｖの三洋化成工業株式会社製「サンフロッ
クＣ－００９Ｐ」をスラリーに添加し、その後、捕収剤として、２０ｐｐｍｖのオレイン
酸ナトリウム（第１の捕収剤）をスラリーに添加した。その後、スラリーをアジテア式の
浮遊選鉱機に投入して、インペラを１０００ｒｐｍで５分間回転させてコンディショニン
グを行った後、空気流量を８Ｌ／ｍｉｎとして、マイクロバブルによる浮遊選鉱を５分間
行った。このとき、スラリーに、起泡剤として２０滴のメチルイソブチルカービノール（
起泡剤）をスラリー中に投入した。浮上した泡沫を回収、ろ過および乾燥して得られた固
形分について、秤量およびＸＲＦ分析により各元素の成分量を測定した。上記第１回目の
浮遊選鉱により回収された固形分を「２－Ｆ１－Ｂ」とする。
【００９８】
　泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、２０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリウム（第
１の捕収剤）を添加して、空気流量を１８～２０Ｌ／ｍｉｎとした以外は同様の浮遊選鉱
を５分間行い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による
各元素の成分量の測定を行った。なお、浮遊選鉱中に、２０滴のメチルイソブチルカービ
ノール（起泡剤）をスラリー中に投入した。上記第２回目の浮遊選鉱により回収された固
形分を「２－Ｆ２－Ｂ」とする。
【００９９】
　さらに、泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、３０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリ
ウム（第１の捕収剤）を添加して、上記第２回目の浮遊選鉱と同様の浮遊選鉱を５分間行
い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成
分量の測定を行った。なお、浮遊選鉱中に、２０滴のメチルイソブチルカービノール（起
泡剤）をスラリー中に投入した。上記第３回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「２
－Ｆ３－Ｂ」とする。
【０１００】
　さらに、泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、２０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリ
ウム（第１の捕収剤）を添加して、上記第２回目の浮遊選鉱と同様の浮遊選鉱を５分間行
い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成
分量の測定を行った。なお、浮遊選鉱中に、２０滴のメチルイソブチルカービノール（起
泡剤）をスラリー中に投入した。上記第４回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「２
－Ｆ４－Ｂ」とする。
【０１０１】
　さらに、泡沫を回収した後の残渣スラリーに対して、１０ｐｐｍｖのオレイン酸ナトリ
ウム（第１の捕収剤）を添加して、上記第２回目の浮遊選鉱と同様の浮遊選鉱を３分間行
い、浮上した泡沫の回収、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成
分量の測定を行った。なお、浮遊選鉱中に、２０滴のメチルイソブチルカービノール（起
泡剤）をスラリー中に投入した。上記第５回目の浮遊選鉱により回収された固形分を「２
－Ｆ５－Ｂ」とする。また、上記第５回目の浮遊選鉱により回収されなかったスラリー残
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渣についても、ろ過、乾燥、ならびに秤量およびＸＲＦ分析による各元素の成分量の測定
を行った。上記スラリー残渣を「２－ｓｉｎｋ－Ｂ」とする。
【０１０２】
　（結果）
　それぞれの試験において泡沫として回収された固形分およびスラリー残渣から得られた
固形分についての、固形分の回収量（全固形分に対する質量％）、カルシウムの回収量（
全固形分中のカルシウムの合計量に対する質量％）、および添加した捕収剤の量（オレイ
ン酸ナトリウムを「ＮａＯｌ」、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムを「ＮａＤＢＳ
」、ドデシルアンモニウムアセテートを「ＤＡＡ」と表す。）を、表４に示す。
【０１０３】
　また、それぞれの試験において、各回の浮遊選鉱により泡沫として回収された固形分の
回収量（全固形分に対する質量％）を図３Ａに、各回の浮遊選鉱により泡沫として回収さ
れたカルシウムの回収量（全固形分中のカルシウムの合計量に対する質量％）を図３Ｂに
、それぞれ示す。
【０１０４】
【表４】

【０１０５】
　表４、図３Ａおよび図３Ｂに示すように、捕収剤としてオレイン酸ナトリウム（第１の
捕収剤）およびドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（第２の捕収剤）を併用する（試
験２－Ａ）と、より少ない浮遊選鉱の回数で、より多くの固形分を回収することができ、
かつ、より多くのカルシウム成分を回収することができた。
【０１０６】
　また、捕収剤を添加する前に、スラリーにカチオン性高分子凝集剤を添加すると（試験
２－Ｂ）、より少ない浮遊選鉱の回数で、より多くの固形分を回収することができ、かつ
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、より多くのカルシウム成分を回収することができた。
【産業上の利用可能性】
【０１０７】
　本発明に係るカルシウムを含む固形分の回収方法は、スラリー化した製鋼スラグを湿式
磁選した後の、カルシウム成分を含む非磁着物の固液分離による回収をより安価かつ容易
に行えるため、製鉄におけるカルシウム資源の回収方法として有用である。

【図１】 【図２】



(17) JP 2021-123784 A 2021.8.30

【図３】
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